
評価結果 自己評価

１　業務運営の効率化目標を達成するためとるべき措置
A A

２　業績評価システム／業務運営等への意見及び評価の把握
B A

３　労働政策研究の実施体制、厚労省との連携等
A A

４　成果の取りまとめ及び評価
A A

５　国内労働事情、各種統計データの収集・整理
A A

６　海外情報の収集・整理、海外とのネットワーク
A A

７　労働政策研究等の成果の普及
A A

８　政策論議の場の提供及び政策提言
A A

９　労働関係事務担当職員等に対する研修
A A

１０　労働教育講座事業の実施
A A

１１　予算・収支計画及び資金計画
A A

１２　人事に関する計画
A A

１３　施設・整備に関する計画 B B

【委員会としての評定の付け方】

②それらの平均を四捨五入する。（Ｓ＝４．５以上、Ａ＝３．５以上４．５未満、Ｂ＝２．５以上３．５
未満、Ｃ＝１．５以上２．５未満、Ｄ＝１．５未満）

③四捨五入したものを、それぞれＳ，Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄに換算する。
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①各委員の評点を、それぞれ点数に換算（Ｓ＝５、Ａ＝４、Ｂ＝３、Ｃ＝２、Ｄ＝１）。


